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■碓氷製糸と安中の養蚕
　碓氷製糸には、本県をはじめ全国から繭が運ばれ
てきます。昨年、碓氷製糸に収められた繭は約25
トン、そのうち約6割が本県産でした。
　上毛かるたで「繭と生糸は日本一」とうたわれる
ように、群馬県は古くから養蚕農家の戸数や生産量
などで全国一を誇っています。その中でも本市の繭
生産量は長年、県内トップクラスです。しかし、外
国産の安い生糸や絹製品の輸入増や絹需要の減少に
より、蚕糸業の規模は激減しています。県などの資
料によると、昭和40（1965）年の県内の養蚕農家は
73,097戸、それが令和6年には53戸、市内ではわ
ずか4戸まで減ってしまいました。
　7月上旬のお昼過ぎ、松井田町細野地区の養蚕農
家、上原一夫さんを訪ねると、ちょうど「桑くれ」
の最中でした。朝に与えた桑の葉を食べつくし、枝
だけが残っていました。その上に、さらに新しい桑
を置いていきます。雨でも、台風の日でも朝と晩に
畑で桑を取り、蚕が繭を作り始めるまでの約2週
間、毎日3回「桑くれ」を続けるそうです。

■288社から2社
　収穫した繭は農協などに出荷された後、碓氷製糸
に運ばれ乾燥・貯蔵されます。工場内には、安中市
発祥の組合製糸「碓氷社」をルーツにもつグンサン
や富岡製糸場を所有していた片倉、カネボウ、グン
ゼなどかつて全国で操業し、取引のあった工場の繭
袋が展示されています。
　農水省などの資料によると、国内の器械製糸工場
数は昭和26（1951）年のピーク時には288社ありま
したが年々減り続け、平成17年には山形県の工場
と碓氷製糸の2社のみになってしまいました。

■「日本で最後の碓氷製糸」
　碓氷製糸が扱うのは国産の繭のみ。その理由は、
国内の養蚕農家を守るためです。かつて40万トン
（昭和5年）生産されていた繭も、今やわずか38トン
（令和6年）。その7割を買い受ける碓氷製糸がなく
なったら、日本の蚕糸業はどうなるのでしょう。
　「日本で最初の富岡製糸」の対となる、まさに
「日本で最後の碓氷製糸」ともいえる存在なのでは
ないでしょうか。

　母屋2階の蚕室へ機械を
使って桑の葉を持ち上げ
る。取材時、蚕室の中は
30℃を超えていたが、蚕
が桑を食べる「サーッ」と
いう音が部屋中に聞こえ
ていた。

　碓氷製糸の取材の帰り、庭
で見つけた猫。蚕や繭を食べ
るネズミを退治してくれる猫
は、昔から養蚕農家で大切に
されてきた。
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　ベルトコンベヤーを流れる、乾燥させた繭
から規格外のものを除く「選繭」。中の汚れを
見やすくするため、下から光を当てる。

　煮た繭から糸を出し、目的の太さの生糸に
なるよう繭糸をより合わせる「繰糸」。繭糸1
本の太さは、髪の毛の約4分の1といわれる。

■技術の継承と新たな試み
　生産量の減少や海外産の生糸と
の価格競争など、製糸業を取り巻
く環境は厳しい状況が続いていま
す。そんな中でも活路を見出そう
と、また多くの人に蚕糸への興味
を持ってもらおうと、碓氷製糸は
さまざまな試みを始めています。
　例えば「蚕は捨てる所がない」
という言葉がありますが、これま
で廃棄していた、糸をほぐすため
繭を煮た水の天然成分に着目し、
これを活用したシャンプーやヘア
マスクを開発。主製品の生糸に加
え、副産物の利用価値を高めよう
と研究を進めています。

■繰糸機を富岡製糸場へ
　また、昨年は富岡製糸場の世界
遺産登録10周年を記念し、工場
の特別見学会も開催。全国から
400人以上が訪れました。見学会
の参加者には富岡製糸場も一緒に
巡る人もおり、現役で稼働する碓
氷製糸の機械に驚く人も多いそう
です。
　これに関連して、県などと協力
し碓氷製糸の繰糸機の一部を富岡
製糸場に移し、実際に動かそうと
いう計画も検討されています。稼
働に際しての技術指導は碓氷製糸
が担う予定です。もし実現すれ
ば、国内外に向けた新たな観光資
源になるだけでなく、日本の製糸
業の技術を伝える絶好のチャンス
にもなり、今後が期待されます。

■良い糸を作り続ける
　碓氷製糸の安藤俊幸社長は、
「良い糸を作り、国産の糸を絶や
さないことが使命。全国でも数少
ない製糸会社を維持し、発展させ
ていくため、自分たちの取組みを
地域の皆さんに知ってもらえるよ
う活動していきたい」と話します。
　明るいきざしもあります。今年
4月から、大学を卒業したばかり
の安中市地域おこし協力隊員が碓
氷製糸に着任し、ベテランたちか

ら製糸技術を学んでいます。
　また、1,300年以上続く神事、
20年に一度伊勢神宮（三重県伊勢
市）の社殿を建て替える式年遷宮
（次回2033年）で新調される衣服
や調度品に使われる生糸の多くを
碓氷製糸が生産することも決まり
ました。
　「日本で最後の碓氷製糸」の役目
は、まだしばらく終わりそうにあ
りません。事前に予約すれば、工
場見学もできます。安中市が世界
に誇る蚕糸業、碓氷製糸について
少しでも知っていただけたら幸い
です。

　「良い糸を作り続け、国産生
糸を絶やさないことが使命」
と話す安藤社長
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